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令和４年２月８日  
 

保護者 様 
 
 

栃木市立三鴨小学校長 秋元寛次  
 
 

令和３年度学校評価の集計結果報告について 
 
 春寒の候、保護者の皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。また、日頃から本校
学校教育に対しご理解とご協力をいただいておりますこと心から感謝申し上げます。 
さて、過日、実施させていただきました学校評価について貴重なご意見やご感想をいただきました。ご多用のと

ころご協力いただきありがとうございました。この度、集計結果がまとまりましたのでその概要を下記のとおりご
報告させていただきます。 
つきましては、この集計結果や貴重なご意見をもとに、引き続き、学校や児童、保護者、地域の皆様と一緒にな

って地域とともにある学校づくりを進めていきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いします。 
 

記 
 

○ 学校に関すること              ＊ 肯定的回答 …「よくあてはまる」、「あてはまる」と回答したもの 

調査項目と質問 
肯定的回答*

の割合 
分析 

【学校課題】 

学校は、子どもたちの言葉や思い

を伝え合う活動を行っている。 

90.9％ 
・前年度から約４％減少した。 

・授業参観や学校だより、ホームページ等で、伝え合う学びを確認いただ

く機会を設けていく。 

【学習指導】 

学校は学力の向上のために、いろ

いろな取組を行っている。 

90.9％ 
・前年度から約５％減少した。 

・授業で何を学び、何を身に付けたか実感できる授業づくりを行ってい

く。 

【教職員の姿勢・意識】 

学校は子供たちのよい点や勉強の

がんばりを認めている。 

94.8％ 
・前年度から約２％減少したが、高い評価を得た。 

・児童のよいところを認め、誉めてのばすことを大切にする関わりを意識

していく。 

【環境整備】 

学校は、校庭や教室などの教育環

境整備を心掛けている。 

97.4％ 
・前年度から約２％減少したが、高い評価を得た。 

・児童が安全に活動できる環境を整えるため、定期的な点検を継続して行

っていく。 

【学校行事・特別活動】 

学校は、子供たちの自主的活動を

支援し、楽しく学校生活が送れるよ

うに色々の行事を工夫している。 

92.8％ 
・前年度から約４％減少した。 

・コロナ禍から、活動自体ができなくなったり、規模を縮小せざるを得な

かったりしたが、目的意識をもった学校行事・特別活動を実施していく。 

【道徳教育・人権教育】 

学校は、豊かな心を育てるために、

道徳の授業を工夫するなど人権・道

徳教育に力を入れている。 

89.6％ 

・前年度から約４％減少した。 

・２年間取り組んだ道徳教育の研究成果を継承していき、引き続き、心の

教育を推進していく。また、児童の取組や変容について、学年だより等

を通しての保護者へ発信していく。 

【
児
童
指
導
】 

学校の教職員は、丁寧に子供

たちのことに関して相談に応じ

ている。 

89.0％ 

・前年度から約４％減少した。 

・アンケートを活用するなど児童が積極的に相談しやすい環境づくりに

努めていく。また、相談したい先生を児童が決められるなど、相談の仕

方も工夫していく。 

学校は、いじめのない学級づ

くりに取り組んでいる。 
85.1％ 

・前年度から約７％減少した。 

・いじめを早期発見し、早期対応できる組織的な取組を推進するととも

に、日頃から友達との関わり方や互いに認め合い高め合えるような集団

づくりを推進していくことで、いじめの未然防止に努める。 

学校は、子供たちの間違った

行動をきちんと指導している。 
90.9％ 

・前年度から約３％減少した。 

・全ての教職員が同一歩調で指導する体制を整え、児童自身が正しい判断

ができるよう指導していく。 

【安全教育】 

学校は、子供たちの登下校や学校

生活の安全に気を付けている。 

90.2％ 
・前年度から約２％減少した。 

・様々な自然災害を想定した訓練を実施していく。また、安全な登下校が

できるよう指導に努める。 

【健康教育】 

 学校は、子供たちの健康を考え、食

に関する指導や運動の指導を工夫し

ている。 

94.8％ 
・前年度から約２％減少したが、高い評価を得た。 

・毎日の体調チェックやうがい手洗いの励行、定期的な換気に努めるな

ど、日々の健康維持に努めていく。 
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【開かれた学校】 

 学校は、地域やＰＴＡなどの関係

機関との連携を図るとともに、活動

や取組の様子を積極的に家庭や地域

に公開している。 

96.1％ ・前年度から約１％増加し、高い評価を得た。 

・コロナ禍ではあるが、地域の人材を生かした取組の充実を図っていく。 

 

○ 学校に関すること              ＊ 肯定的回答 …「よくあてはまる」、「あてはまる」と回答したもの 

 

○ 本校の教育に対して、特に期待していること(１～２つ選択) 

学力の向上 

(基礎基本の定着、 

小中一貫教育) 

総合的な学習の

充実 

心の教育 

(思いやり) 
善悪の判断 

健康・体力 

の向上 

基本的生活習慣

の定着 
計 

18.8% 12.3% 39.6% 17.7% 7.2% 4.4% 100.0% 

 

○ 子育てにおいて特に大切にしていること(１～２つ選択)  

コミュニ 

ケーション 
学力 健康・体力 情操 道徳心 

子供と一緒に 

過ごす 
計 

37.5% 6.0% 18.9% 5.0% 14.6% 17.9% 100.0% 

 

○ 保護者の声（主なご意見を要約させていただき、掲載しております。） 
（好意的なご意見） 
 ・毎日、はりきって登校していくので、安心して送り出しています。 
 ・コロナ禍で大変な中、楽しく学校生活を送れるよう、日々ご尽力くださる先生方にとても感謝しております。 
 ・先生方の優しい思いやり、丁寧なご指導、親切なご対応、有り難いです。 
 ・小学校全体としても学年の隔たりが低く、どの学年ともコミュニケーションをとれる校風が、子供達の心を育むにも重要になっ

ていると思います。 
（検討が必要と思われるご意見） 
 ・些細な行為がいじめに発展しないよう、人の嫌がることはしないということを児童に徹底させるよう教育していただきたいと思

います。 
 ・タブレットを毎日持ち帰っていますが、かなり重たいので長距離歩く子供たちには負担になるかと思います。 
   ※ 上記のようなタブレットに関するご意見をたくさんいただき、早速、学校でも検討し改善させていただきました。 
 ・行事削減と残念な判断となった事に対し子供たちの学年としての思い出がここ２年ないように感じます。みんなで一緒に何かを

成し遂げるなど考慮していただきたいと思いました。 

調査項目と質問 
肯定的回答*の割合 

分析 
保護者 児童 

【教職員の姿勢・意識】 

あなたのお子さんは、「学校は楽し

い」と言っていますか。 

88.4％ 95.3％ 

・保護者回答は前年度から約５％減少し、児童回答は前年度から

約８％増加した。 

・今年度は異年齢の活動を増やしたことで児童間の交流も増えて

おり、学年関係なく誰とでも仲よく活動できる関係づくりに努

めていく。 

【健康教育】 

あなたのお子さんは、早寝早起き

をし、朝ご飯を食べて登校していま

すか。 

85.8％ 95.3％ 

・保護者回答は前年度から約３％減少し、児童回答は前年度から

約６％増加した。 

・早寝、早起き、朝ご飯や日頃の運動習慣など、家庭と連携した

健康教育の推進に努めていく。 

【
児
童
指
導
】 

あなたのお子さんは、学校の

連絡などをきちんと伝えていま

すか。 

78.6％ 93.9％ 

・保護者回答は前年度から約６％減少し、児童回答は前年度から

約４％増加した。 

・紙ベースの通知だけでなくメールアプリや学校ホームページ等

も積極的に活用し、家庭との連絡体制を充実させる。 

あなたのお子さんは、友達や

家族、近所の方にあいさつをし

ていますか。 

85.7％ 95.3％ 

・保護者回答は前年度から約２％減少し、児童回答は前年度から

約５％増加した。 

・教職員からの一方的な指導だけではなく、児童から自発的な取

組がなされるよう努める。 

【読書指導】 

あなたのお子さんは、家で読書を

していますか。 

44.1％ 71.1％ 

・保護者回答は前年度から約５％減少し、児童回答は前年度から

約２％増加した。 

・読書活動の意義を明確化し、家庭の協力も得られるよう啓発を

行うとともに、魅力ある読書活動を展開する。 

【家庭学習】 

あなたのお子さんは、家庭学習を

行う習慣が身についていますか。 

65.6％ 85.9％ 

・保護者回答は前年度から約１％減少し、児童回答も前年度から

約１％減少した。 

・小中一貫で取り組んでいる家庭学習強調週間の成果を生かした

取組を行う。また、タブレットの効果的な活用を模索していく。 

集計結果に関するご意見やご質問等がある場合には、学校(担当：教頭)までご遠慮なくご連絡ください。 


